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広報つやまは、環境保護のため
再生紙と大豆油インキを使用し
ています。読み終えた後はリサ
イクル（雑誌)にご協力ください
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つ・ぶ・や・き

桃の節句に一服どうぞ

り
ま
し
た
。
こ
の
宮
川
大
橋
か

ら
下
流
に
向
け
て
の
道
沿
い
に

松
が
あ
っ
た
様
子
は
、

く
わ
が
た
け
い

鍬
形
蕙

さ
い斎
が
描
い
た
津
山
景
観
図

び
ょ
う
ぶ

屏
風

（
文
化
７
年
〈
１
８
１
０
〉
頃
）

で
も
見
て
取
れ
ま
す
。

　
吉
井
川
と
宮
川
の
合
流
点
に

津
山
大
橋
（
通
称
・
新
大
橋
）

が
架
か
っ
た
の
は
昭
和
32
年
。

写
真
の
土
手
道
は
ま
だ
低
く
、

川
面
ま
で
の
距
離
が
近
い
よ
う

に
見
え
ま
す
。
穏
や
か
に
流
れ

る
宮
川
と
そ
の
水
面
に
映
え
る

松
並
木
は
情
趣
あ
ふ
れ
る
景
色

だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
河
川
や
道
路
の
改
修
に
よ
り
そ
の
様
相
も
変
わ
っ
て
い
き
、

宮
川
座
も
駐
車
場
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
は
な
き
、

津
山
の
懐
か
し
い
風
景
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　
雪
の
残
る
宮
川
西
岸
、
宮
川
大
橋
下
流
の
土
手
道
、
遠
景

に
は
吉
井
川
対
岸
に
あ
る

の
ぞ
き
覗
山
が
ぼ
ん
や
り
と
見
え
て
い
ま

す
。
建
物
に
沿
っ
て

の
ぼ
り
幟
が
数
本
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は

宮
川
座
と
い
う
両
花
道
の
あ
る
立
派
な
芝
居
小
屋
が
あ
り
、

昭
和
30
年
代
の
終
わ
り
こ
ろ
ま
で
、
芝
居
興
行
が
行
わ
れ
て

い
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
こ
の

か
い
わ
い

界
隈
に
は
江
戸
時
代
、
津
山

藩
重
臣
の
下
屋
敷
が
あ
り
、
宮
川
に
近
い
ほ
う
か
ら
大
熊
邸

や
小
須
賀
邸
な
ど
が
軒
を
連
ね
て
い
て
、
現
在
、
材
木
町
に

あ
る
小
須
賀
稲
荷
神
社
に
そ
の
名
を
残
し
て
い
ま
す
（
城
下

町
絵
図
参
照
）。

　
写
真
の
よ
う
に
、
川
沿
い
に
は
見
事
な
枝
振
り
の
松
が
あ

　科学雑誌ニュートン編集長水谷仁さんの講演会「はやぶさが挑戦し
たもの」で、宇宙でのはやぶさの軌跡や自然現象には必ず法則がある
ことなどを興味深く聞きました。以前から天体に関心はあったけれど
近寄り難かった科学の世界に、少し近づけたような気がします｡  (G)

　姪が生まれた。泣いている姪っ子を泣き止ませてみよう。お乳は…
あげた。オムツは…替えた。｢おぎゃー！」抱っこをしてみる。おー、よ
しよし。｢おぎゃー！」…。姪の母親と抱っこを交代。あれ、泣き止ん
だ。…なぜだ。｢だって、お母さんだもの」…そんなの、ずるい｡(～)

　つやま検定の勉強のため津山郷土博物館と津山洋学資料館へ。史料
に見入る内、それぞれの時代で地域を支えた名も無き先人の苦労に感
謝の念と、そんな先人もわたしたちと同じ一人の人間であったという
あん  ど 
安堵の感を持ちました。わたしたちは未来に何を残せるのだろう｡(修)

表紙について

　弥生・桃の節句は女の子の健やかな
成長を祝うお祭り。お茶会でも、お内
裏様とお

ひな
雛様を床の間の掛け軸や茶器

にあしらいお祝いします。
　うららかな光が差し込むお茶席
でいただく一服にはきっとほ
のかに春の香りが残るでし
　　ょう。
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和
初
期
こ
ろ
の
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東日本大震災復興支援運動「Proud! Japan」について
Proud！Japanというロゴマークとともに、｢被災地の皆さんは日本の誇りです！ だからみんなが応援しています」というエールを
日本全国から被災地に送り、復興の力にしてもらおうという運動です。

このコーナーに掲載する懐かしい
津山の写真を募集しています
問い合わせ先
　〒708-0022 津山市山下92
　津山郷土博物館322-4567

城下町絵図（文政３年)津山景観図屏風（文化７年頃)
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